
JP  6553389  B2  2019.7.31

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　円筒本体の両端にそれぞれフィラメント電極と、前記フィラメント電極の間に一対のリ

ング電極を有する放電管と、

　前記リング電極と電気的に接続して交流電圧を出力して点灯させる放電回路と、前記フ

ィラメント電極と電気的に接続し前記フィラメント電極の色温度が７００～７５０Ｋに達

したときに切断する予熱回路と、からなる点灯部を備えたことを特徴とする放電管点灯装

置。

【請求項２】

　円筒本体の両端にそれぞれフィラメント電極と、前記フィラメント電極の間に一対のリ

ング電極を有する放電管と、前記リング電極と電気的に接続して交流電圧を出力して点灯

させる放電回路と、前記フィラメント電極と電気的に接続し前記フィラメント電極の色温

度が７００～７５０Ｋに達したときに切断する予熱回路と、からなる点灯部を備えた放電

管点灯装置の前記予熱回路により前記フィラメント電極に通電して前記放電管を予熱する

予熱工程と、

　前記放電回路により前記リング電極に交流電圧を出力して点灯させる放電工程と、

　前記予熱回路による前記フィラメント電極の色温度が７００～７５０Ｋに達したときに

前記フィラメント電極の通電を切断する切断工程と、

　を有することを特徴とする放電管点灯方法。

【発明の詳細な説明】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 特 に 予 熱 回 路 を 備 え た 放 電 管 点 灯 装 置 及 び 放 電 管 点 灯 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 を 予 熱 し て か ら 点 灯 さ せ る 予 熱 型 放 電 灯 が あ る 。

　 特 許 文 献 １ に 開 示 の 放 電 灯 点 灯 装 置 は 、 放 電 灯 の フ ィ ラ メ ン ト 電 極 間 に 交 流 電 圧 を 出 力

す る こ と で 放 電 灯 を 点 灯 さ せ る 点 灯 回 路 と 、 点 灯 回 路 に 接 続 さ れ た 放 電 灯 の 各 フ ィ ラ メ ン

ト 電 極 の 両 端 間 に そ れ ぞ れ 通 電 す る 予 熱 回 路 と 、 点 灯 回 路 か ら 予 熱 回 路 へ の 給 電 を 切 り 替

え る 予 熱 ス イ ッ チ を 備 え て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 放 電 灯 の 点 灯 を 開 始 さ せ る 際 に

は 、 放 電 灯 の 各 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 予 熱 が な さ れ 、 予 熱 が 不 要 な 期 間 に は 予 熱 ス イ ッ チ が

オ フ さ れ る こ と で 放 電 灯 の 各 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 や 予 熱 回 路 に お け る 無 駄 な 電 力 消 費 や 電 気

的 ス ト レ ス を 回 避 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ９ １ ４ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 開 示 の 点 灯 装 置 に よ れ ば 、 放 電 灯 を 点 灯 さ せ て い る 間 に 予 熱 回 路 を 切 断 し

て い る た め 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 で 点 灯 及

び 予 熱 す る 構 成 で あ る た め 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 経 年 劣 化 が 進 行 し 易 い 。 ま た フ ィ ラ メ ン

ト 電 極 が 劣 化 し た 場 合 、 放 電 灯 を 点 灯 さ せ る こ と が で き な く な る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 経 年 劣 化 を 低 減 し て 省 エ ネ 化 を 図 る こ と が で

き る 放 電 管 点 灯 装 置 及 び 放 電 管 点 灯 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 本 発 明 は 、 円 筒 本 体 の 両 端 に そ れ ぞ れ

フ ィ ラ メ ン ト 電 極 と 、 前 記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 間 に 一 対 の リ ン グ 電 極 を 有 す る 放 電 管 と 、

前 記 リ ン グ 電 極 と 電 気 的 に 接 続 し て 交 流 電 圧 を 出 力 し て 点 灯 さ せ る 放 電 回 路 と 、 前 記 フ ィ

ラ メ ン ト 電 極 と 電 気 的 に 接 続 し 前 記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 色 温 度 が ７ ０ ０ ～ ７ ５ ０ Ｋ に 達 し

た と き に 切 断 す る 予 熱 回 路 と 、 か ら な る 点 灯 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 放 電 管 点 灯 装 置

を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 本 発 明 は 、 円 筒 本 体 の 両 端 に そ れ ぞ れ

フ ィ ラ メ ン ト 電 極 と 、 前 記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 間 に 一 対 の リ ン グ 電 極 を 有 す る 放 電 管 と 、

前 記 リ ン グ 電 極 と 電 気 的 に 接 続 し て 交 流 電 圧 を 出 力 し て 点 灯 さ せ る 放 電 回 路 と 、 前 記 フ ィ

ラ メ ン ト 電 極 と 電 気 的 に 接 続 し 前 記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 色 温 度 が ７ ０ ０ ～ ７ ５ ０ Ｋ に 達 し

た と き に 切 断 す る 予 熱 回 路 と 、 か ら な る 点 灯 部 を 備 え た 放 電 管 点 灯 装 置 の 前 記 予 熱 回 路 に

よ り 前 記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 に 通 電 し て 前 記 放 電 管 を 予 熱 す る 予 熱 工 程 と 、 前 記 放 電 回 路 に

よ り 前 記 リ ン グ 電 極 に 交 流 電 圧 を 出 力 し て 点 灯 さ せ る 放 電 工 程 と 、 前 記 予 熱 回 路 に よ る 前

記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の 色 温 度 が ７ ０ ０ ～ ７ ５ ０ Ｋ に 達 し た と き に 前 記 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 の

通 電 を 切 断 す る 切 断 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 放 電 管 点 灯 方 法 を 提 供 す る こ と に

あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 で 予 熱 し 、 リ ン グ 電 極 で 点 灯 さ せ て

い る た め 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 が 経 年 劣 化 し た 場 合 で あ っ て も リ ン グ 電 極 に よ り 放 電 管 を 点
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灯 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 は 、 予 熱 し て 所 定 時 間 通 電 後 に 切 断 し て い る た め 、 フ ィ ラ メ ン

ト 電 極 の 経 年 劣 化 を 少 な く す る と と も に 、 装 置 全 体 の 電 力 消 費 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 の 構 成 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 及 び 放 電 管 点 灯 方 法 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら

以 下 詳 細 に 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 の 構 成 概 略 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 本 発 明 の 放 電 管 点 灯

装 置 １ ０ は 、 放 電 管 ２ ０ と 、 点 灯 部 ４ ０ を 主 な 基 本 構 成 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

［ 放 電 管 ２ ０ ］

　 放 電 管 ２ ０ は 、 円 筒 本 体 ２ ２ と 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ と 、 リ ン グ 電 極 ２ ６ を 主 な 基 本

構 成 と し て い る 。

　 円 筒 本 体 ２ ２ は 、 所 定 強 度 を 備 え た 長 尺 の 石 英 ガ ラ ス 管 で あ る 。 円 筒 本 体 ２ ２ に は 、 所

定 圧 力 の ア ル ゴ ン な ど の 不 活 性 ガ ス 及 び 微 量 の 水 銀 が 封 入 さ れ て い る 。 ま た 、 円 筒 本 体 ２

２ の 両 端 の 金 口 側 に は 、 一 対 の フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ と 、 一 対 の リ ン グ 電 極 ２ ６ を 取 り 付

け て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ は 材 質 に タ ン グ ス テ ン を 用 い て コ イ ル 状 に 形 成 さ れ て お り 、 両 端

に は 一 対 の リ ー ド 線 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ を 接 続 し て い る 。 こ の リ ー ド 線 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ は 後 述

す る 予 熱 回 路 ４ ４ と 電 気 的 に 接 続 し て い る 。

　 リ ン グ 電 極 ２ ６ は 、 タ ン グ ス テ ン 、 モ リ ブ デ ン な ど の 金 属 性 で あ っ て 王 冠 状 に 形 成 さ れ

た 電 極 で あ る 。 本 実 施 形 態 の リ ン グ 電 極 ２ ６ は 、 一 対 の フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ の 間 に 取 り

付 け て い る 。 一 対 の リ ン グ 電 極 ２ ６ の 端 部 に は リ ー ド 線 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ が 接 続 し て い る 。

こ の リ ー ド 線 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ は 後 述 す る 放 電 回 路 ４ ２ と 電 気 的 に 接 続 し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う な 構 成 の 放 電 管 ２ ０ は 、 両 端 の 金 口 か ら フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ か ら の リ ー ド 線

２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ と 、 リ ン グ 電 極 ２ ６ か ら の リ ー ド 線 ２ ６ ａ 又 は ２ ６ ｂ の 計 ３ 本 の リ ー ド 線

が そ れ ぞ れ 接 続 し て い る 。 こ の 放 電 管 ２ ０ は 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ 、 １ ８ ５ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る

紫 外 線 を 照 射 可 能 な 熱 陰 極 型 の 低 圧 放 電 管 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

［ 点 灯 部 ４ ０ ］

　 点 灯 部 ４ ０ は 、 放 電 回 路 ４ ２ と 、 予 熱 回 路 ４ ４ を 主 な 基 本 構 成 と し て い る 。

　 放 電 回 路 ４ ２ は 、 一 対 の リ ン グ 電 極 ２ ６ の リ ー ド 線 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ と 接 続 す る 一 次 巻 線

４ ２ ａ と コ ン デ ン サ ４ ２ ｂ ， ４ ２ ｃ か ら な る 。

　 予 熱 回 路 ４ ４ は 、 一 対 の フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ の リ ー ド 線 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ と 接 続 す る 一

次 巻 線 ４ ４ ａ と 二 次 巻 線 ４ ４ ｂ か ら な る 。

　 主 電 源 ５ ０ は 、 一 次 巻 線 ５ ０ ａ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 作 用 ］

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 の 作 用 に つ い て 、 以 下 説 明 す る 。

　 予 熱 工 程 は 、 ま ず 予 熱 回 路 ４ ４ で フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ に 通 電 す る 。 予 熱 回 路 ４ ４ は 、

放 電 の 開 始 及 び 維 持 が 可 能 な 程 度 ま で 電 圧 を 上 げ る よ う に し て い る 。 す な わ ち 主 電 源 ５ ０

の 一 次 巻 線 ５ ０ ａ に 電 圧 を 印 加 し て 印 加 さ れ た 電 圧 に よ り 予 熱 回 路 ４ ４ の 一 次 巻 線 ４ ４ ａ

及 び 二 次 巻 線 ４ ４ ｂ に 発 生 し た 誘 起 電 圧 を 予 熱 電 圧 と し て フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ に 印 加 す

る 。 そ し て 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ が 十 分 に 加 熱 さ れ る と 熱 電 子 が 放 出 さ れ る 。 放 電 管 ２
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０ 内 部 の 熱 電 子 を 過 剰 量 イ オ ン 化 さ せ る こ と で 電 離 性 が 良 く な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 放 電 工 程 は 、 放 電 回 路 ４ ２ に よ り リ ン グ 電 極 ２ ６ に 交 流 電 圧 を 出 力 す る 。 す な わ ち 主 電

源 ５ ０ の 一 次 巻 線 ５ ０ ａ に 電 圧 を 印 加 し て 印 加 さ れ た 電 圧 に よ り 放 電 回 路 ４ ２ の 一 次 巻 線

４ ２ ａ に 発 生 し た 誘 起 電 圧 を 高 圧 電 圧 と し て リ ン グ 電 極 ２ ６ に 印 加 す る と 、 熱 電 子 が 陽 極

側 に 引 か れ て 高 速 移 動 し て ア ル ゴ ン な ど の 不 活 性 ガ ス と 衝 突 し て 放 電 が 開 始 さ れ る 。 そ し

て 、 放 電 に よ り 移 動 す る 電 子 が 水 銀 原 子 に 衝 突 し て 紫 外 線 を 発 生 さ せ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 切 断 工 程 は 、 予 熱 回 路 ４ ４ に よ る 所 定 時 間 通 電 後 、 予 熱 回 路 ４ ４ に よ る フ ィ ラ メ ン ト 電

極 ２ ４ へ の 通 電 を 切 断 す る 。 本 実 施 形 態 の 所 定 時 間 通 電 後 の 目 安 と し て は 、 フ ィ ラ メ ン ト

電 極 の 色 温 度 が ７ ０ ０ ～ ７ ５ ０ Ｋ に 達 し た と き に 切 断 す る よ う に し て い る 。 フ ィ ラ メ ン ト

電 極 の 色 温 度 が ７ ０ ０ ～ ７ ５ ０ Ｋ に 達 し た と き の 目 安 と し て は 、 一 例 と し て 予 熱 回 路 ４ ４

の 電 圧 の 印 加 か ら 約 １ ０ 秒 後 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

［ 実 施 例 ］

　 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 １ ０ の 予 熱 回 路 ４ ４ に よ り フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ に 電 圧 を 出 力

し て 予 熱 し 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ の 色 温 度 が ７ ５ ０ Ｋ に 達 す る １ ０ 秒 後 に 予 熱 回 路 ４ ４

を 切 断 し た 。 切 断 の 前 後 で 、 放 電 回 路 ４ ２ に よ り 電 圧 ５ ０ ０ Ｖ を リ ン グ 電 極 ２ ６ に 出 力 す

る 。 ３ ０ 秒 後 、 定 格 ラ ン プ 電 圧 を １ ５ ０ Ｖ で 放 電 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の よ う な 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 に よ れ ば 、 従 来 の 冷 陰 極 型 放 電 管 の よ う に イ グ ナ イ

タ ー に 高 電 圧 （ ２ ０ ０ ０ Ｖ ） を 出 力 し て 放 電 さ せ る 構 成 と 比 べ て 、 高 電 圧 に 耐 え う る 耐 圧

ケ ー ブ ル を 用 い る 必 要 が な く 装 置 構 成 の 低 コ ス ト 化 を 実 現 で き る 。 ま た 、 高 電 圧 を 出 力 し

て も 放 電 し 難 い 寒 冷 地 の よ う な 環 境 で あ っ て も 、 あ ら か じ め 予 熱 す る こ と で 放 電 管 内 部 の

熱 電 子 を 過 剰 量 イ オ ン 化 さ せ る こ と で 電 離 性 が 良 く な り 、 低 電 圧 で 放 電 さ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ で 予 熱 し 、 リ ン グ 電 極 ２ ６ で 点 灯 さ せ て い る た め 、 フ ィ ラ

メ ン ト 電 極 ２ ４ が 経 年 劣 化 し た 場 合 で あ っ て も リ ン グ 電 極 ２ ６ に よ り 放 電 管 ２ ０ を 点 灯 さ

せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト 電 極 ２ ４ は 、 予 熱 し て 所 定 時 間 通 電 後 に 切 断 し て い る た め 、 フ ィ ラ

メ ン ト 電 極 ２ ４ の 経 年 劣 化 を 少 な く す る と と も に 、 装 置 全 体 の 電 力 消 費 を 低 減 す る こ と が

で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 放 電 管 点 灯 装 置 及 び 放 電 管 点 灯 方 法 は 、 熱 陰 極 型 の 低 圧 放 電 管 の 分 野 に お い て

特 に 有 用 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

１ ０ … … … 放 電 管 点 灯 装 置 、 ２ ０ … … … 放 電 管 、 ２ ２ … … … 円 筒 本 体 、 ２ ４ … … … フ ィ ラ

メ ン ト 電 極 、 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ … … … リ ー ド 線 、 ２ ６ … … … リ ン グ 電 極 、 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ …

… … リ ー ド 線 、 ４ ０ … … … 点 灯 部 、 ４ ２ … … … 放 電 回 路 、 ４ ４ … … … 予 熱 回 路 、 ５ ０ … …

… 主 電 源 、 ５ ０ ａ … … … 一 次 巻 線 。
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